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ボランティア通信

給食サービス事業
　調理協力１９グループ、配送協力４グループのボランティアの皆さんに協力を頂
き、心を込めたお弁当を作り、お届けしています。
●対　象　７０歳以上のひとり暮らし高齢者　
●実施月　４・５・１０・１１・１２・１・２・３月（年８回）
●申　請　稲敷市役所高齢福祉課

東地区

江戸崎地区

江戸崎地区　　楓グループ
東地区　　　　しらさぎ会

桜川地区　　　配送ボランティア
新利根地区　　配送ボランティアHOT

桜川地区

新利根地区

更生保護女性の会　江戸崎
鳩崎サークル
ひまわり会
ともしびサークル
調理ボランティア江戸崎A
きずな
なでしこ

白ゆり会議
東給食ボランティア

さくらボランティア
ふれあいボランティア
日赤奉仕団　稲敷支部
食生活改善推進員連絡協議会　新利根

馬渡ボランティア
古渡ボランティア
甘田ボランティア
更生保護女性の会　桜川
浮島ボランティア
須賀津ボランティア

調理

配送

協力ボランティアの紹介
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第 58号（令和３年７月発行）

　茨城県においては、議員提案による「茨城県災害ボランティア活動を支援し、促進するための条例」を令

和２年１２月１８日に公布・施行するとともに、本年４月１日には、災害ボランティア活動への支援に関す

る寄付金を積み立てる「茨城県災害ボランティア活動支援基金」を設置し、ふるさと納税などにより広く県

民や企業の皆様から寄付を募り、これを活用して、災害発生時にボランティアの方々が活動しやすい環境整

備を図っていくことといたしました。

　当該基金に係る寄付の募集を開始していますので、お知らせいたします。

●災害ボランティアセンターの運営支援のためのシステム整備等

　　（例）災害ボランティアの事前受付システム

　　　 災害ボランティアと被災者ニーズとのマッチングのためのシステム

●災害ボランティアの現地作業に要する用具等の購入

　　（例）スコップなどの資機材購入経費

●災害ボランティアの輸送

　　（例）送迎用バスの借上経費

（１）個人からの寄付

クラウドファンディング等の方法で寄付ができます。　

①「ふるさとチョイス」による申込み。　　　　

② いばらき電子申請・届出サービスによる申込み。

③ 寄付金申込書による申込み（郵送・FAX等）。

（２）団体・企業からの寄付　

○ 寄付金申込書による申込み（郵送・FAX等）。

「茨城県災害ボランティア活動支援基金」に係る
寄付金の募集開始について

～子供たちの物を大切にする心を育む～
おもちゃ病院 !!おもちゃ病院 !!

　毎月第１日曜日にショッピングセンターパンプで開院していた「稲敷市おもちゃ病院」は、新型コロナウィ

ルス感染症拡大防止のため当面の間お休みさせて頂きます。

　修理をお願いしたいおもちゃの受付は、稲敷市社会福祉協議会（江戸崎福祉センター内）で行っています。

「音が鳴らない」「電池を換えたのに動かない」「タイヤが取れてしまった」などおもちゃが壊れたら、社会

福祉協議会までお気軽にお持ち下さい。

1

2

基金の活用例

寄付金の受入方法について
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ボランティア通信

個人・団体ボランティアの募集

ボランティア活動保険

個人ボランティアの紹介

　昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の再拡大により、今年度もボランティア活動の自粛要請が出

されています。様々な活動自粛の中、ボランティア活動を止める決断をされた団体が数団体あります。とて

も残念なことではありますが、長年の功績に感謝するとともに、改めてお礼を申し上げます。

　しかしながら、少子高齢が進んでいる稲敷市では、ボランティアへの要望や期待が大きくあります。稲敷

市ボランティア連絡協議会では、新型コロナウイルス感染症が蔓延している状況ではありますが、今年度も

個人及び団体のボランティアを募集いたします。

　今後も、皆様方がやりがいをもってボランティア活動ができますように支援をさせて頂き

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

令和３年６月吉日　　　　　　　　　　　　　　　　　　

稲敷市ボランティア連絡協議会会長　諸岡明美　

　ボランティア活動保険は「ボランティア活動中や活動場所への往復途中ケガをしてしまった」あるいは「人

にケガをさせてしまった」「物を壊してしまった」「自分がケガをしてしまった」そんな万一に備える保険です。

●加入対象者　個人ボランティア又はボランティアグループ、NPO法人等

　※学校管理下、PTA、自治会、老人会などのボランティア活動以外の目的で作られた団体は対象外となります。

●対象となるボランティア活動

　◇日本国内における「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動」

　◇グループの会則に則り企画、立案された活動であること

　◇社会福祉協議会に届け出た活動であること

　◇社会福祉協議会に委嘱された活動であること

ボランティア保険は、加入翌日から毎年３月３１日までの保険期間となります。
●加入申込　稲敷市ボランティアセンターにて手続きを行っています。

●お問合せ　稲敷市江戸崎甲 1992（江戸崎福祉センター内）

　　　　　　TEL ０２９－８９２－５７１１

　稲敷市では、個人でボランティア活動をされている方が何人かいらっしゃ

います。今回は、水口輝喜さんをご紹介いたします。水口さんは長年、特

別養護老人ホームやデイサービスでカラオケボランティアとして活動して

いました。最近は、近隣の介護施設や小学校などの草刈ボランティアも行っ

ているそうです。「困っていることがあれば、自分ができる範囲で手助けを

したいと思っている。ボランティアを希望している人と個人・団体のボラ

ンティアをつなぐシステムが必要。」とボランティアについて熱く語って下

さいました。
デイサービスうさぎでの草刈


